
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
不飽和ニトリル－共役ジエン系共重合体の共役ジエン部分を水素化してなるニトリル基含
有高飽和共重合体ゴム９０～５０重量％とエチレン－α－オレフィン系共重合体ゴム１０
～５０重量％（これらの合計は１００重量％である）とからなるゴム混合物１００重量部
に対して有機過酸化物系加硫剤０．１～３０重量部を配合してなる温水シール用加硫性ゴ
ム組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、温水シール用加硫性ゴム組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
アクリロニトリル－ブタジエン共重合体ゴムのブタジエン部分の不飽和結合を水素化した
ニトリル基含有高飽和共重合体ゴムとエチレン－プロピレン系共重合体ゴムとの混合組成
物は、耐候性・加工性に優れ、また、耐熱性・耐油性良好なシール用組成物であることが
知られている（例えば、特開昭６１－２８３６３９号公報、特開平２－１２４９５１号公
報など）。
だが、これらのゴム組成物は、とくに自動車部品等のように、耐候性・加工性に優れてい
ることに加えて、高強度、耐油性等が要求される用途には好適なゴム材料であるものの、
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自動車部品等以外の用途においては、その用途に特徴的な要求性能を充足するためには不
明確な点が多い。例えば、家庭用あるいは業務用の温水器に使用される温水シールのよう
に、含有するカルキ（さらし粉）によって次亜塩素酸が発生する温水に長期間接触する用
途には、その性能が不充分であると考えられていた。
【０００３】
従来、このような温水器には、エチレン－プロピレン系共重合体ゴムやアクリロニトリル
－ブタジエン共重合体ゴム（ＮＢＲ）等が温水シール用ゴム材料として使用されていた。
しかし、エチレン－プロピレン系共重合体ゴムの場合は、長期使用により補強剤のカーボ
ンブラツクが脱離してしまうことが多い。また、ＮＢＲは、ゴムの硬化が進行し、ゴム表
面に多数のクラツクが発生するなどして、従来のゴム材料では、かかる要求を充足するに
は不十分な場合も生じ、改良手法が望まれていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、本発明者等が、ニトリル基含有高飽和共重合体ゴムとエチレン－プロピレン系
共重合体ゴムとの混合物を調製し、これをカルキを含有する温水中に長時間浸漬したとこ
ろ、意外にも体積変化が小さいこと見出し、この知見に基いて本発明を完成させるに至っ
た。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
かくして本発明によれば、不飽和ニトリル－共役ジエン系共重合体の共役ジエン部分を水
素化してなるニトリル基含有高飽和共重合体ゴム９０～５０重量％とエチレン－α－オレ
フィン系共重合体ゴム１０～５０重量％（これらの合計は１００重量％である）とからな
るゴム混合物１００重量部に対して有機過酸化物系加硫剤０．１～３０重量部を配合して
なる温水シール用加硫性ゴム組成物が提供される。
【０００６】
【発明の実施の形態】
（ニトリル基含有高飽和共重合体ゴム）
本発明で使用するニトリル基含有高飽和共重合ゴムは、不飽和ニトリル－共役ジエン共重
合体ゴムまたは不飽和ニトリル－共役ジエン－エチレン性不飽和モノマー三元共重合体ゴ
ムの共役ジエン単位部分を水素化したものであり、該共重合体ゴム中の結合アクリロニト
リル含量１０～５０重量％、好ましくは１５～４０重量％、ヨウ素価８０以下、好ましく
は、６０以下を有し、ムーニー粘度（ＭＬ１ ＋ ４ 　 、１００℃）は３０～３００未満、好
ましくは５０～２００の範囲、さらに好ましくは６０～１５０の範囲のゴムである。結合
アクリロニトリル含量は、要求性能に応じて最適の結合アクリロニトリル含量のものが選
択される。
【０００７】
ヨウ素価が８０を超えると、耐熱性および強度が低下する。ヨウ素価の下限は格別限定さ
れないが、過度に低いと加硫が困難になる場合があるので、概して、ヨウ素価が少くとも
１のものが用いられる。ムーニー粘度が３０未満では長期間の高圧下での耐久性が不充分
で、圧縮永久ひずみ、つぶれ（圧縮緩和）が改善されない。また３００を越えると混練時
の加工性が悪くなる。
【０００８】
（不飽和ニトリル－共役ジエン共重合体ゴム）
上記の不飽和ニトリル－共役ジエン共重合体ゴムを製造するために使用されるモノマーを
例示する。
不飽和ニトリルの具体例としては、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、α－クロロ
アクリロニトリルなどが挙げられる。
【０００９】
共役ジエンの具体例としては、１，３－ブタジエン、２，３－ジメチルブタジエン、イソ
プレン、１，３－ペンタジエンなどが挙げられる。
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【００１０】
（不飽和ニトリル－共役ジエン－エチレン性不飽和モノマー三元共重合体ゴム）さらに、
不飽和ニトリル－共役ジエン－エチレン性不飽和モノマー三元共重合体ゴムの製造には、
不飽和ニトリル及び共役ジエンと共重合可能なエチレン性不飽和モノマーその他のモノマ
ーが用いられる。
【００１１】
そのようなモノマーとしては、スチレン、α－メチルスチレン、ビニルピリジンなどの芳
香族ビニル系モノマー；ビニルノルボルネン、ジシクロペンタジエン、１，４－ヘキサジ
エンなどの非共役ジエン系モノマー；メチルアクリレート、エチルアクリレート、プロピ
ルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、ｔ－ブチルアクリレート、イソブチルアクリ
レート、ｎ－ペンチルアクリレート、イソノニルアクリレート、ｎ－ヘキシルアクリレー
ト、２－メチル－ペンチルアクリレート、ｎ－オクチルアクリレート、２－エチルヘキシ
ルアクリレート、ｎ－ドテシルアクリレート、メチルメタクリレート、エチルメタクリレ
ートなどの炭素数１～１８程度のアルキル基を有するアクリレートおよびメタクリレート
；メトキシメチルアクリレート、メトキシエチルアクリレート、エトキシエチルアクリレ
ート、ブトキシエチルアクリレート、エトキシプロピルアクリレートなどの全炭素数２～
１２程度のアルコキシアルキル基を有するアクリレート；α－またはβ－シアノエチルア
クリレート、α－、β－またはγ－シアノプロピルアクリレート、シアノブチルアクリレ
ート、シアノヘキシルアクリレート、シアノオクチルアクリレートなどの炭素数２～１２
程度のシアノアルキル基を有するアクリレート；２－ヒドロキシエチルアクリレート、ヒ
ドロキシプロピルアクリレートなどのヒドロキシアルキル基を有するアクリレート；マレ
イン酸モノエチル、マレイン酸ジメチル、フマル酸ジメチル、フマル酸ジエチル、フマル
酸ジ－ｎ－ブチル、フマル酸ジ－２－エチルヘキシル、イタコン酸ジメチル、イタコン酸
ジエチル、イタコン酸ジ－ｎ－ブチル、イタコン酸ジ－２－エチルヘキシルなどの不飽和
ジカルボン酸モノおよびジアルキルエステル等が挙げられる。
【００１２】
さらに、その他の不飽和カルボン酸エステル系モノマーとしては、ジメチルアミノメチル
アクリレート、ジエチルアミノエチルアクリレート、３－（ジエチルアミノ）－２－ヒド
ロキシプロピルアクリレート、２，３－ビス（ジフルオロアミノ）プロピルアクリレート
等。また、トリフルオロエチルアクリレート、テトラフルオロプロピルアクリレート、ペ
ンタフルオロプロピルアクリレート、ヘプタルオロブチルアクリレート、オクタフルオロ
ペンチルアクリレート、ノナフルオロペンチルアクリレート、ウンデカフルオロヘキシル
アクリレート、ペンタデカフルオロオクチルアクリレート、ヘプタデカフルオロノニルア
クリレート、ヘプタデカフルオロデシルアクリレート、ノナデカフルオロデシルアクリレ
ート、トリフルオロエチルメタクリレート、テトラフルオロプロピルメタクリレート、オ
クタフルオロペンチルメタクリレート、ドデカフルオロヘプチルメタクリレート、ペンタ
デカフルオロオクチルアクリレート、ヘキサデカフルオロノニルメタクリレートなどのフ
ルオロアルキル基を有するアクリレートおよびメタクリレート；フルオロベンジルアクリ
レート、フルオロベンジルメタクリレート、ジフルオロベンジルメタクリレートなどのフ
ッ素置換ベンジルアクリレートおよびメタクリレート；フルオロエチルビニルエーテル、
フルオロプロピルビニルエーテル、トリフルオロメチルビニルエーテル、トリフルオロエ
チルビニルエーテル、パーフルオロプロピルビニルエーテル、パーフルオロヘキシルビニ
ルエーテルなどのフルオロアルキルビニルエーテル、ｏ－またはｐ－トリフルオロメチル
スチレン、ペンタフルオロ安息香酸ビニル、ジフルオロエチレン、テトラフルオロエチレ
ンなどのフッ素含有ビニル系モノマー；さらに、ポリエチレングリコールアクリレート、
ポリプロピレングリコールアクリレート、エポキシアクリレート、ウレタンアクリレート
、ポリエチレングリコールメタアクリレート、ポリプロピレングリコールメタアクリレー
ト、エポキシメタアクリレート、ウレタンメタアクリレートなどが挙げられる。
【００１３】
これらの不飽和ニトリル及び共役ジエンと共重合可能なエチレン性不飽和モノマーその他
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のモノマーの使用量は、格別限定されないが、通常、全モノマー中に８０重量％以下の範
囲で使用され、好ましくは１５～６０重量％、さらに好ましくは２０～４０重量％の範囲
で使用される。
【００１４】
ニトリル基含有高飽和共重合ゴムの具体例としてはブタジエン－アクリロニトリル共重合
体ゴム、イソプレン－ブタジエン－アクリロニトリル共重合体ゴム、イソプレン－アクリ
ロニトリル共重合体ゴムなどを水素化したもの；ブタジエン－メチルアクリレート－アク
リロニトリル共重合体ゴム、ブタジエン－アクリル酸－アクリロニトリル共重合体ゴム、
ブタジエン－不飽和ジカルボン酸エステル－アクリロニトリル共重合体ゴムなどを水素化
したものが例示される。また、ブタジエン－エチレン－アクリロニトリル共重合体ゴムも
含まれる。
【００１５】
本発明で使用されるニトリル基含有高飽和共重合ゴムを製造するに際して、不飽和ニトリ
ル－共役ジエン共重合体ゴムまたは不飽和ニトリル－共役ジエン－エチレン性不飽和モノ
マー三元共重合体ゴムの共役ジエン単位部分を水素化する方法はとくに限定されず、通常
の水素化方法を用いることにより行なわれる。
【００１６】
水素化に際し使用される触媒としては、例えば、パラジウム／シリカおよびパラジウム錯
体（特開平３－２５２４０５号）などが挙げられる。さらに、特開昭６２－１２５８５８
号、特開昭６２－４２９３７号、特開平１－４５４０２号、特開平１－４５４０３号、特
開平１－４５４０４号、特開平１－４５４０５号などに記載されているようなロジウムま
たはルテニウム化合物を使用することもできる。
【００１７】
（エチレン－α－オレフィン系共重合体ゴム）
本発明で使用するエチレン－α－オレフィン系共重合体ゴムは、エチレンとα－オレフィ
ン又はこれらと非共役ジエンとの共重合体であって実質的に飽和型の共重合体ゴムである
。その代表例は、エチレン－プロピレン二元共重合体ゴム、エチレン－プロピレン－ブテ
ン三元共共重合体ゴム、エチレン－１－ブテン二元共重合体ゴム、あるいは、エチレン－
プロピレン－非共役ジエン三元共重合体ゴム、エチレン－プロピレン－１－ブテン－非共
役ジエン共重合体ゴム、エチレン－１－ブテン－非共役ジエン多元重合体ゴムなどの、エ
チレンと炭素数３～１４のα－オレフィンを主成分とする結晶化度２０％以下、好ましく
は１０％以下の低結晶性または非晶質のエラストマーまたはそれらの混合物である。中で
も好ましいものはエチレン－プロピレン－非共役ジエン三元共重合体ゴムである。
【００１８】
ここで、非共役ジエンとしては、ジシクロペンタジエン、１，４－ヘキサジエン、シクロ
オクタジエン、メチレンノルボルネン、５－エチリデン－２－ノルボルネンなどが用いら
れ、これらのうち、ジシクロペンタジエンまたは５－エチリデン－２－ノルボルネンを第
三成分とする共重合体が好ましい。
【００１９】
エチレン－α－オレフィン－非共役ジエン共重合体ゴムのムーニー粘度［ＭＬ１ ＋ ４ 　 （
１００℃）］は、通常、１０～１８０、好ましくは４０～１４０であり、また、そのヨウ
素価は好ましくは２０以下である。
【００２０】
これらのエチレン－α－オレフィン－非共役ジエン共重合体ゴムでは、エチレン単位／α
－オレフィン単位は５０／５０～９０／１０、好ましくは６０／４０～８４／１６（モル
比）の割合であり、（エチレン＋α－オレフィン）単位／非共役ジエン単位（三元あるい
は多元共重合体の場合）は通常９８／２～９０／１０、好ましくは９７／３～９４／６（
モル比）である。
【００２１】
（ニトリル基含有高飽和共重合体ゴムとエチレン－α－オレフィン系共重合体ゴムとの混
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合物）
本発明で使用するニトリル基含有高飽和共重合体ゴムとエチレン－α－オレフィン系共重
合体ゴムとの混合物における各ゴム成分の混合割合は、通常、ニトリル基含有高飽和共重
合体ゴム９０～５０重量％好ましくは、８０～６０重量％と、エチレン－α－オレフィン
系共重合体ゴム１０～５０重量％、好ましくは２０～４０重量％である。ニトリル基含有
高飽和共重合体ゴムの相対的割合が過度に大きいと温水による体積変化が大きい。逆に、
エチレン－α－オレフィン系共重合体ゴムの相対的割合が過度に大きいとカーボンブラツ
クの脱離が多くなる。
【００２２】
（有機過酸化物系加硫剤）
本発明の加硫性ゴム組成物は、有機過酸化物系加硫剤で加硫することが必要である。有機
過酸化物系加硫剤以外の加硫剤、とくに硫黄系加硫剤を使用したときは、シールの温水に
よる体積変化が大きくなるので好ましくない。使用する有機過酸化物系加硫剤としては、
通常のゴムの過酸化物加硫で使用されるものであればよく、特に限定されない。例として
は、ジクミルパーオキサイド、ジ－ｔ－ブチルパーオキサイド、ｔ－ブチルクミルパーオ
キサイド、ベンゾイルパーオキサイド、２，５－ジメチル－２，５－ジ（ｔ－ブチルパー
オキシ）ヘキシン－３、２，５－ジメチル－２，５－ジ（ベンゾイルパーオキシ）ヘキシ
ン、α，α′－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ－ｍ－イソプロピル）ベンゼンなどが挙げら
れる。なかでも、ジ－ｔ－ブチルパーオキサイドが好ましい。これらの有機過酸化物は、
ニトリル基含有高飽和共重合体ゴムとエチレン－α－オレフィン系共重合体ゴムとのゴム
混合物１００重量部に対し０．１～３０重量部、好ましくは０．５～２０重量部の範囲で
使用される。
【００２３】
さらに、通常、有機過酸化物加硫において架橋助剤として使用される不飽和化合物が挙げ
られる。その例としては、エチレングリコールジメタクリレート、トリメチロールプロパ
ントリメタクリレート、Ｎ，Ｎ′－ｍ－フェニレンジマレイミド、トリアリルイソシアヌ
レート等が挙げられる。なかでも加硫物性からトリアリルイソシアヌレートが好ましい。
これらの添加量は、共重合体ゴム１００重量部に対し０．１～１５重量部の範囲である。
【００２４】
（カーボンブラツク）
本発明の加硫性ゴム組成物には、温水シールの用途に使用する際に、カーボンブラツクを
配合することができる。使用するカーボンブラックは、ゴム用補強剤として一般に使用さ
れるものであれば高ストラクチャーまたは低ストラクチャーのものが使用できる。ここに
、ストラクチャーとは、一般に、カーボンブラックの個々の粒子が、三次元的に、連鎖状
又はぶどう房状に結合して凝集体を形成するときの、粒子の結合形状、凝集体を構成する
粒子の数、空隙容積の大小等を意味するものである。
【００２５】
高ストラクチャーとは、ゴム用カーボンブラック試験法（ＪＩＳ　Ｋ６２２１－１９８２
又はＡＳＴＭ　Ｄ２４１４－９０）により、ｎ－ジブチルフタレート（ＤＢＰ）吸油量が
１１８ｍｌ／１００ｇ以上のものである。
【００２６】
また、低ストラクチャーとは、ゴム用カーボンブラック試験法（ＪＩＳ　Ｋ６２２１－１
９８２又はＡＳＴＭ　Ｄ２４１４－９０）により、ｎ－ジブチルフタレート（ＤＢＰ）吸
油量が９０ｍｌ／１００ｇ以下のものである。
【００２７】
高ストラクチャーのカーボンブラックの具体例は略称を用いて例示すると、たとえばチャ
ンネルブラックとしてはＨＰＣ、ＣＣ等；フアーネスブラツクとしてはＩＳＡＦ－ＨＳ、
ＨＡＦ－ＨＳ、ＭＡＦ、ＦＥＦ、ＡＰＦ、ＣＲＦ、ＣＦ、ＳＣＦ、ＥＣＦ等；サーマルブ
ラックとしてはＨＭＬ等が挙げられる。
【００２８】
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低ストラクチャーのカーボンブラックは、たとえばチャンネルブラックとしては、ＥＰＣ
、ＭＰＣ等；フアーネスブラックとしては、ＩＳＡＦ－ＬＳ、ＨＡＦ－ＬＳ、ＭＡＦ－Ｌ
Ｓ、ＦＥＦ－ＬＳ、ＦＦ、ＨＭＦ、ＧＰＦ、ＳＲＦ等；サーマルブラックとしては、ＭＴ
、ＦＴ等が挙げられる。これらは単独あるいは２種以上を組合せて用いることができる。
なかでも、低ストラクチャーのカーボンブラックが好ましく、温水シールのカーボンブラ
ックの脱離が著しく低減し、長期間の使用においてもその性能が維持される。低ストラク
チャーのカーボンブラックとしてはＦＥＦ－ＬＳ、ＳＲＦ、ＭＡＦ－ＬＳが賞用される。
【００２９】
また、本発明によって得られる効果を損わない範囲で、ＤＢＰ吸油量が１１８ｍｌ／１０
０ｇ以上の、高ストラクチャーのカーボンブラックを併用することも可能である。高スト
ラクチャーのカーボンブラックとしては、ＨＰＣ、ＣＣ、ＩＳＡＦ－ＨＳ、ＨＡＦ－ＨＳ
、ＭＡＦ、ＦＥＦ、ＡＰＦ、ＣＲＦ、ＣＦ、ＳＣＦ、ＥＣＦ、ＨＭＬ等が挙げられる。
【００３０】
低ストラクチャーのカーボンブラックは、ゴム１００重量部に対して１０～１００重量部
、好ましくは、２０～８０重量部の範囲で配合される。カーボンブラックが過度に少いと
、加硫物の硬度が低下し、シール性も低下する。逆に過度に多いと温水シールの硬度調整
のために可塑剤を多量に配合する必要があり、このため可塑剤が表面にブリードしたり、
また強度が低下する。
【００３１】
また、本発明の加硫性ゴム組成物には、必要に応じて、ゴム分野において使用される通常
の他の配合剤、例えば、補強剤（シリカ、タルクなど）、充填剤（炭酸カルシウム、クレ
ーなど）、加工助剤、プロセス油、酸化防止剤、オゾン劣化防止剤などを適宜配合するこ
とができる。
【００３２】
なお本発明の加硫性ゴム組成物には、必要に応じてアクリルゴム、ハロゲン化ブチルゴム
、フッ素ゴム、アクリロニトリル－ブタジエンゴム、スチレン－ブタジエン共重合ゴム、
天然ゴム、ポリイソプレンゴムなどの他のゴムおよびエチレン－酢酸ビニル共重合体樹脂
等を組合せて使用することができる。これらの使用量は、通常、ニトリル基含有高飽和共
重合体ゴムとエチレン－α－オレフィン系共重合体ゴムおよびこれらの他のゴム等との全
重量中５～２０重量％、好ましくは５～１５重量％である。なかでも、アクリルゴム、ハ
ロゲン化ブチルゴム、エチレン－酢酸ビニル共重合体樹脂を使用すると、加硫性ゴム組成
物の共加硫性が改良されるので好ましい。
【００３３】
本発明の加硫性ゴム組成物の製造方法は特に限定されないが、通常は、ロール、バンバリ
ーミキサーなどの混合機により、ニトリル基含有高飽和共重合体ゴムとエチレン－α－オ
レフィン系共重合体ゴム、および加硫系その他の配合剤とを混練・混合することによって
該ゴム組成物を製造する。
【００３４】
また、ニトリル基含有高飽和共重合体ゴムとエチレン－α－オレフィン系共重合体ゴムと
をブレンドする方法は、ニトリル基含有高飽和共重合体ゴムとエチレン－α－オレフィン
系共重合体ゴムとを、ロール又はバンバリーミキサーなどを用い高温で混合するドライブ
レンド法とともに、ニトリル基含有高飽和共重合体ゴムとエチレン－α－オレフィン系共
重合体ゴムとをラテックス状態で混合して凝固乾燥した後押出し機やバンバリーミキサー
などを用いて熱処理するラテックス共沈法などが採られる。
【００３５】
本発明の加硫性ゴム組成物は、温水器等のように、含有するカルキによって次亜塩素酸が
発生する温水を長期間密封する温水シール用ゴム組成物として優れた性能を有するもので
ある。かかるゴム組成物を用いて得られる温水シールの形態はとくに限定されず、たとえ
ば、Ｏ－リング、角リング等の固定用シール（ガスケット）、さらに、回転用、摺動用、
往復動用等の運動用シール（パッキン）としても使用することは可能である。
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【００３６】
【実施例】
以下に実施例を挙げて本発明をさらに具体的に説明する。なお、実施例、比較例及び参考
例中の部及び％は特に断りのないかぎり重量基準である。
ゴム組成物および原料成分の特性は以下のように測定した。
（１）加硫物性評価試験
日本工業規格ＪＩＳ　Ｋ６３０１に従い、表１の配合処方によって調製した未加硫ゴム組
成物を１７０℃×２０分の条件で加硫して得られた厚さ２ｍｍのシートを、３号形ベンダ
ルを用いて打ち抜いて試験片を作成し、引張強さ（単位：ｋｇｆ／ｃｍ２ 　 ）、１００％
引張り応力（単位：ｋｇｆ／ｃｍ２ 　 ）および伸び（単位：％）を測定した。また、硬さ
はＪＩＳスプリング式Ａ形硬さ試験機を用いて測定した。
（２）空気熱老化試験
ＪＩＳ　Ｋ６３０１に従って、上記と同じ加硫物を空気中で１５０℃×１６８時間保持の
後、引張り強さ、伸びおよび硬度の変化率を測定した（単位：％）。
（３）圧縮永久歪
圧縮永久歪みはＪＩＳ　Ｋ６３０１に従って、１５０℃にて７７時間保持した場合につい
て測定した。（単位：％）。
（４）次亜塩素酸が発生する温水による浸漬試験
市販の次亜塩素酸ナトリウム水溶液（５％）を蒸留水にて２５倍に希釈して、濃度２００
ｐｐｍの次亜塩素酸ナトリウム水溶液を調製し、この水溶液中に上記加硫物性評価試験に
用いたのと同じ加硫物を８０℃で浸漬し、１６８時間、３３６時間、５００時間および１
０００時間後に、それぞれ体積、引張り強さ、伸びおよび硬度の変化率を測定した（単位
：％　ただし硬度はポイント）。
さらに、温水シール表面のカーボンブラックの脱離および表面クラックの発生を観察し３
段階で評価した。
（温水シール表面のカーボンブラックの脱離）
３：カーボンブラックの脱離なし
２：カーボンブラックの脱離微量
１：カーボンブラックの脱離多量
（温水シール表面のクラックの発生）
３：クラックの発生なし
２：クラックの発生小数
１：クラックの発生多数
【００３７】
（実施例１～４、比較例１～４）
表１上段に示した配合に従い、ニトリル基含有高飽和共重合体ゴム（Ｚｅｔｐｏｌ　１０
１０、２０１０Ｌ）とエチレン－α－オレフィン系共重合ゴム（ＥＰＤＭ）とを混合し、
これにカーボンブラツク、可塑剤および有機過酸化物系加硫剤を配合した加硫性ゴム組成
物を調製し、これらについて評価試験を行い、その結果を表１下段および表２に示した。
比較として、アクリロニトリル－ブタジエン共重合体ゴム（ＮＢＲ　１０４２）、ＥＰＤ
Ｍを配合した加硫性ゴム組成物をそれぞれ調製し、これらについても、同様にして評価試
験を行い、その結果を表１および表２に併せて示した。
【００３８】
ニトリル基含有高飽和共重合体ゴムは以下のとおりである。
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【００３９】
エチレン－α－オレフィン系共重合ゴムは、以下のものを使用した。
エチレン－プロピレン－ジシクロペンタジエン共重合体
エチレン／プロピレン／ジシクロペンタジエン＝５５／４０／５（モル比）
ムーニー粘度　８０
【００４０】
【表１】
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【００４１】
【表２】
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【００４２】
なお、表１中のＥＬＶＡＸ４０はエチレン－酢酸ビニル樹脂（デユポン社製　酢酸ビニル
含量４０重量％）である。また、配合剤は以下のとおりである。
＊１）ジオクチルフタレート
＊２）有機過酸化物系加硫剤／１，３－ビス（ｔ－ブチルパーオキシイソプロピル）ベン
ゼン
＊３）老化防止剤／置換ジフエニルアミン
【００４３】
表１および表２の結果から、本発明のゴム組成物を加硫して得られる加硫物は、長期間の
温水浸漬試験において体積変化率および伸び変化率がともに小さく、次亜塩素酸が発生す
る温水に対して優れた性能を示すことが分かる。そして、従来使用されていたＥＰＤＭや
ＮＢＲの場合と比較して、カーボンブラツクの脱離、表面クラツクの発生が著しく減少す
ることが分かる
【００４４】
とくに、低ストラクチャーのカーボンブラツク（ＦＥＦ－ＬＳ）を使用した場合（実施例
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２）は、高ストラクチャーのカーボンブラツク（ＦＥＦ－ＨＳ）を使用した例（実施例５
）よりも、カーボンブラツクの脱離性がさらに改良されることが分かる。
【００４５】
また、硫黄系加硫剤を使用した場合（比較例３）と比べて体積変化率および硬さ変化率が
きわめて小さいことが分かる。
【００４６】
【発明の効果】
かくして、本発明によれば、温水シール用加硫性ゴム組成物が得られる。本発明のゴム組
成物を加硫して得られる温水シールは、従来使用されていたＮＢＲ等の場合と比較して、
体積変化率および伸び変化率がきわめて少なく、かつ、カーボンブラツクの脱離、表面ク
ラツクの発生が無い。
【００４７】
本発明の具体的な実施態様は以下のとおりである。
（１）不飽和ニトリル－共役ジエン共重合体ゴムまたは不飽和ニトリル－共役ジエン－エ
チレン性不飽和モノマー三元共重合体ゴム中の不飽和ニトリルが、アクリロニトリル、メ
タクリロニトリル、α－クロロアクリロニトリル等から選ばれるものである。
（２）不飽和ニトリル－共役ジエン共重合体ゴムまたは不飽和ニトリル－共役ジエン－エ
チレン性不飽和モノマー三元共重合体ゴム中の共役ジエンが、１，３－ブタジエン、２，
３－ジメチルブタジエン、イソプレン、１，３－ペンタジエン等から選ばれるものである
。
（３）不飽和ニトリル－共役ジエン共重合体ゴムまたは不飽和ニトリル－共役ジエン－エ
チレン性不飽和モノマー三元共重合体ゴムが、不飽和ニトリル－共役ジエン－不飽和ジカ
ルボン酸エステル三元共重合体ゴムである。
（４）不飽和ニトリル－共役ジエン－不飽和ジカルボン酸エステル三元共重合体ゴムの不
飽和ジカルボン酸エステルが、不飽和ニトリル単位１０～５０重量％、不飽和ジカルボン
酸エステル単位１～８０重量％を有するものである。
（５）エチレン－α－オレフィン系共重合体ゴムが、エチレン－プロピレン－非共役ジエ
ン三元重合体ゴムである。
（６）エチレン－α－オレフィン－非共役ジエン共重合体ゴムの非共役ジエンが、　ジシ
クロペンタジエンである。
（７）加硫性ゴム組成物がカーボンブラツクを配合したものである。
（８）カーボンブラツクが低ストラクチャーである。
（９）低ストラクチャーのカーボンブラツクが、ＦＥＦ－ＬＳ、ＭＡＦ－ＬＳ、ＳＲＦで
ある。
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